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要 旨 
近年、業務システムにクラウド、特に SaaS (Software as 

a Service)の利用が拡大している。SaaS の利用企業数を示

す直接的な統計は無いが、SaaS の市場規模が年率 20％で

拡大していることから、間接的にユーザ企業の SaaS 利用

の拡大が進んでいることが分かる。しかし、社内システム

のアプリケーションが相互に依存しているために、業務シ

ステム上のアプリケーションを単純に SaaS 化すると、そ

の連携が分断されてしまう。また、SaaS 化するアプリケー

ションに連携する全ての業務アプリケーションを修正し

なければならない、などの問題に直面する。 

このような問題を解決するために、三菱電機インフォメー

ションテクノロジー(株)(MDIT)は、ETL(Extract Transform 

Load)ツールを活用して、クラウド技術の適用を支えるデー

タ連携基盤であるトランザクションHubをユーザ企業向けに

構築した。トランザクション Hub は、“もの”の移動を捉え

るトランザクションデータを蓄積して、そのデータを再利

用する業務アプリケーションとの間で交換する“データ交

換の場”である。トランザクション Hub を社内システムに

導入することにより、業務アプリケーションはトランザク

ション Hub を経由してデータを交換する。その結果、業務

アプリケーションは連携先業務アプリケーションの影響を

受けない独立した部品となる。このように、トランザクシ

ョンHubにより相互依存性を排除された社内システムでは、

レガシーシステムからオープン系システムへのダウンサイ

ジング、システムの交換、新たなシステムの追加、SaaS 化

などを容易に実現できる。トランザクション Hub を導入す

ることにより、SaaS を含めた選択肢の中から、企業環境の

変化に柔軟に対応できる最適な社内システムを構築できる。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
データ連携基盤としてのトランザクション Hub によるアプリケーション連携の変遷 
MDIT が構築したトランザクション Hub を社内システムに導入することにより、業務アプリケーション相互の連携を疎結合にする。疎結合にな

ることにより、業務アプリケーションは独立した部品となり、連携先のアプリケーションの変更や取替えによる影響を受けなくなる。このよう

な社内システム連携を構築することで、業務アプリケーションの SaaS 化を容易に行える。 

* 三菱電機インフォメーションテクノロジー(株) 



１．ま え が き 

近年、業務システムにクラウド技術を利用する企業の数

は増加傾向にある。クラウドには種々の定義があるが、本

稿では、いわゆるSaaS(Software as a Service)を対象とす

る。 

SaaSとは、業務を遂行するために外部企業が提供するソ

フトウェアのサービスを利用すること、業務そのものを外

部企業に委託することを言う。サービス提供ベンダー数の

増加やネットワーク環境の改善などにより、以前に比べて

SaaSを容易に利用できるようになった。しかし、単純に業

務システム上のアプリケーションをSaaS化するとさまざま

な問題が発生する。その1つがデータ連携である。本稿では、

MDITがETL(Extract Transform Load)ツールを活用して、デ

ータ連携基盤をユーザ企業向けに構築した事例を紹介す

る。このデータ連携基盤は、社内システムにクラウド技術

を適用する際に直面するデータ連携の問題を解決する。 

２.業務アプリケーションのSaaS化の進展と問題点 

業務システムにクラウド、特に SaaS の利用が拡大してい

る。SaaS の利用企業数を示す直接的な統計は無いが、SaaS

の市場規模は、年率 20％で拡大している(1)。これは、間接

的にユーザ企業の SaaS の利用の拡大が進んでいることを

示していると言える。また、ネットワーク帯域の拡大がこ

れを後押ししている。ここ数年で企業内ネットワークや社

外ネットワークの回線の速度が飛躍的に向上した。従来は

遠距離通信に専用線を使い帯域を確保していたが、現在で

はインターネット網でも十分な通信速度を得られる。 

ユーザ企業の情報システム部門によるコストメリット追

求もクラウド技術利用拡大に寄与していると言われている。

自社にとって独自性の強いシステムか、より汎用的なシス

テムか、といった視点でのシステムの選別が進み、企業の

独自性が少ない業務アプリケーションは外部のサービスを

利用するか、または、業務そのものを外部企業に委託する

流れが加速している。 

このようにクラウド技術利用の障壁はかなり低くなって

いるが、業務アプリケーションを単純に SaaS 化すると大き

な問題に直面する。 

1 つ目の問題点は、業務アプリケーション間の連携が分

断されてしまう点である。今日の企業の業務は、1つの業

務アプリケーションでは完結せずに複数のアプリケーショ

ンから構成される。例えば、図 1に示すように 3つのアプ

リケーション A、Bおよび Cを利用して業務を行っている場

合を考える。アプリケーション間の連携数は連携先の数だ

け存在する。この状態のままでアプリケーション Cと同等

の機能を有するアプリケーション Dというサービスを利用

すると、SaaS化前の社内システム(アプリケーションAとC、

Bと C)との連携が分断されてしまう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 つ目の問題点は、業務アプリケーションが連携先のア

プリケーションに依存しているために、連携先のアプリケ

ーションが SaaS に変更された場合、連携元アプリケーショ

ンも修正しなければならないことである。連携先アプリケ

ーションに依存するとは、連携元のアプリケーションが連

携先の情報を保持し、それに基づいて処理していることを

言う。具体的には相手先サーバのアドレスや、データレイ

アウトなどである。 

図 1の例では、アプリケーション Aと Bは SaaS 化前のア

プリケーション Cに依存した設計となっているため、何ら

かの方法でSaaSベンダーが提供するアプリケーションDと

連携するための修正が必要となってしまう。このことは、

SaaS/ASP 利用実態調査の結果にも現れている(2)。SaaS 採用

前後で“一度採用すると他サービスに移行しにくい”とい

う問題点が上位に上がっている。これは、社内アプリケー

ションが、利用する SaaS に依存した連携を構築しているた

めに、他のサービスへ移行すると、連携する社内アプリケ

ーションを修正する多大なコストが必要になることを示し

ていると言えよう。 

３.データ連携基盤の構築 

あるユーザ企業では、将来の社内システムのクラウド技

術活用を想定して、業務アプリケーション間の“データ交

換の場”の必要性を感じていた。そこで、ホスト上の販売

物流システム、生産管理システム、原価計算システムをダ

ウンサイジングするに当たり、MDITは、業務アプリケーシ

ョンの“データ交換の場”であるデータ連携基盤、トラン

ザクションHubを構築した(図2)。このトランザクションHub

で交換されるトランザクションデータとは、“もの”の移

動を捉えるデータである。“もの”とは製商品や原材料と

いった物だけでなく、人の異動、金銭の移動も含み、企業

内には伝票データや人事異動データなど様々なトランザク

ションデータが存在する。今回構築したトランザクション

Hubは、製商品や原材料の移動情報を蓄積する。 

“データ交換の場”とは、1つのコンピュータ内での複数

のプログラムのやり取りであればデータベースである。複

数のプログラムは、データベースを介してデータをやり取

りして相互の依存性を排除している。この考えを複数のコ

ンピュータ上にある複数のアプリケーションがデータを交

図 1．業務アプリケーションの SaaS 化の問題点 



換する状況に応用して、“データを交換する場”がトラン

ザクションHubである(3)。このデータのやり取りのために、

トランザクションHubは、データを格納するサービス、およ

び、取得するサービスを提供する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1 トランザクションHubの特長 

トランザクションHubは、社内システムに2つの疎結合を

実現する。ここで言う“疎結合”とは、接続相手に依存し

ない連携のことを言う。具体的には、業務アプリケーショ

ン間の疎結合と業務アプリケーションとトランザクション

Hubとの間の疎結合である。 

(1) 業務アプリケーション間の疎結合 

業務アプリケーション間の疎結合は、業務アプリケーシ

ョンが連携するときにトランザクションHubを介すること

で実現する。連携元のアプリケーションは、予め決められ

たフォーマットでトランザクションデータをトランザクシ

ョンHubに格納する。格納されたトランザクションデータを

再利用するアプリケーションは、必要なデータを必要なタ

イミングでトランザクションHubから取得する。データを格

納、利用する業務アプリケーションはトランザクションHub

のみと非同期で連携する。 

格納するトランザクションデータは、可能な限り明細デ

ータとした。これは、トランザクションデータを再利用す

るアプリケーションの必要とするデータの粒度が各々異な

るためである。例えば、原価計算システムでは月次で集計

されたデータで良いが、在庫管理システムでは日々の製商

品、原材料の動きを捉える必要がある。 

トランザクションデータを格納するとき、データは全て

挿入のみとする。トランザクションデータを再利用するア

プリケーションは、損益計算システムなど会計系システム

も含まれている。追跡可能性と検証性を高めるため、修正

や訂正などは伝票処理と同様に赤黒修正を行う。 

このように、予め決められたフォーマットの明細レベル

のトランザクションデータを、業務アプリケーション間で

非同期に共有することにより、データを格納する側は誰が

何時データを使用するかを意識する必要がなくなる。デー

タを再利用する側も、誰が何時データを格納したかに依存

しない。 

(2) 業務アプリケーションとHubとの疎結合 

トランザクションHubは、業務アプリケーションとの疎結

合を実現するために3階層アーキテクチャを採用した(図

3)。データストア層、Hub層、インタフェース層である。デ

ータストア層にはリレーショナルデータベースを採用し

た。Hub層は、トランザクションHubの主機能の実装を行い、

文字コード変換、データマッピング、データの粒度変換を

行う。この機能の実現には、ETLツールであるPowerCenter(注

1)を利用した。インターフェース層は、格納要求サービス、

取得要求サービスのAPI(Application Program Interface)

を提供する(図4)。このAPIは、業務アプリケーションから

トランザクションHubとの連携の実装やHubそのものの実装

を隠蔽する。アプリケーションは、このAPIを通してトラン

ザクションHubにデータの格納や取得を要求するので、トラ

ンザクションHubがどのようなシステムかといったことや、

どのようにデータを連携しているかを意識しなくてよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3階層アーキテクチャは、トランザクションHubそのもの

の拡張性、保守性を向上させる。トランザクションHubの機

能を階層化して階層間のデータの授受の方式を決めること

で、それぞれの階層の実装方式を変更しても他の階層への

影響を最小限に抑えることができる。例えば、インターフ

ェース層をファイル交換によるバッチ処理で実現している

とき、将来の要求に対してデータベースとの直接連携やWeb

サービスなどのリアルタイム連携への変更が短期間で実現

できる。業務アプリケーションからのトランザクションデ

ータの粒度の変更要求に対しては、Hub層の修正のみで対応

できる。このように3階層アーキテクチャを採用することに

より、トランザクションHubへの変更要求に対して柔軟に対

 

図 2．データ連携基盤トランザクション Hub 

 

図 3．トランザクション Hub の 3 階層アーキテクチャ 

 

図 4．サービス API によるトランザクション Hub の隠蔽 



応できる、高品質なシステムを提供した。 

3.2 サービス指向アーキテクチャとの違い 

一般的にSOA(Service Oriented Architectureサービス指

向アーキテクチャ)やESB(Enterprise Service Bus)は以下

の特徴を有していると言われている。 

・ 標準化されたインターフェースで内部を隠蔽する 

・ 個々のサービスは独立して稼働する 

・ サービスの実装方法や稼働しているプラットフォームを

問わない 

・ 実際にサービスがどこにあっても関係ない 

トランザクションHubも上記の特長を持っているが、大き

な違いは、連携するデータフォーマットを共通化した点に

ある。“もの”の移動情報であるトランザクションデータ

のレイアウトはどうあるべきかを突き詰め、汎化を行い、

フォーマットを決定した。汎化は、単に各業務アプリケー

ションが使用するフォーマットの最小公倍数を取るのでは

なく、トランザクションデータのモデル化から行った。具

体的には、“もの”の移動を5W1Hで捉える。何を、何時、

誰が、何処に、なぜ、どのように“もの”を移動したかを

表現する。この汎化モデルは、移動を表現するFromとToの

情報が含まれているため、UML(Unified Modeling Language)

などを使用して表現すると、左右対称のきれいなクラス図

となる。トランザクションデータの共通レイアウトを採用

することで、業務アプリケーションはデータを再利用する

他の業務アプリケーションに依存することなく、データを

トランザクションHubに格納できる。 

４.データ連携基盤の効果 

将来のSaaS化を見据えた社内システムにおいて、業務ア

プリケーションの相互依存性をなくして、連携するデータ

のレイアウトを共通化するトランザクションHubの活用は

大きな効果をもたらす。 

(1) 業務アプリケーションの部品化による効果 

業務アプリケーションが疎結合になることにより業務ア

プリケーションは独立した部品となる。部品化することに

より、その業務に最適な部品(アプリケーション)を利用す

ることができる。パッケージソフトウェア、独自に開発さ

れたプログラムなど、適材適所に導入することを可能にす

る。 

部品化した業務アプリケーションは、修正や入れ替えを

行っても他の業務アプリケーションには影響しない。従っ

て、業務アプリケーションのSaaSへの移行も容易に行うこ

とができる。２章で述べた、業務アプリケーション連携の

分断や1つのアプリケーションの変更が連携先に波及する

というような問題は発生しない。 

その結果、社内システムをレガシーシステムからオープ

ンシステムへ、オープンシステムからSaaSへ、と段階的に

緩やかな移行を可能にする(図5)。業務アプリケーションを

一気にSaaS化するのではなく、まずはトランザクションHub

でデータを一元的に管理する基盤を構築する。次に、業務

アプリケーションの連携をトランザクションHubを経由さ

せる。業務アプリケーション間の依存関係を排除した上で、

SaaS化するシステムを見極めて外出しにするというステッ

プを踏むことが可能となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) PowerCenterの利用の効果 

トランザクションHubにPowerCenterを活用することによ

り、データの流れを可視化できる。Metadata Manager(注2)

によるメタデータ管理機能を利用してメタデータを横断的

に収集分析し、データの出自や変換ロジックを把握してト

ランザクションHubの信頼性の向上を図ることができる(4)。 

５.むすび 

MDITは、クラウド技術の適用を支えるシステム間データ

連携基盤であるトランザクションHubを構築した。トランザ

クションHubは、業務アプリケーション間を疎結合にして部

品化する。業務アプリケーションの部品化は、企業内業務

アプリケーションを緩やかに段階的にSaaS化するというシ

ナリオを可能にする。その結果、SaaSを含めた選択肢の中

から、企業環境の変化に柔軟に対応できる最適な社内シス

テムを構築できる。 
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図 5．レガシーシステムから SaaS へと 

段階的に緩やかな移行が可能になる  

(注 1) (注 2) PowerCenter、Metadata Manager は米国 Informatica 

Corporation の米国及びその他の国における登録商標である。 


